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概  要 

 

特定金属に親和性を有する非イオン性界面活性剤を用いて、希薄溶液からの

連続向流泡沫分離法（泡沫相に金属溶液および界面活性剤溶液を個別かつ同時

に滴下して回収と分離の向上を両立する手法）による選択的分離回収を行う。   

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来の泡沫分離法では、バルク液の清澄化が主な工業的適用である。それに

対して本法は、泡沫相への溶液導入という簡便な手法により、有価物を高効率

に選択的分離回収する、低コストかつ低環境負荷な分離法である。本法は溶媒

抽出法のグリーン代替法として提案できる。 

本技術の 

有用性 

界面活性剤のみを用いた有機溶媒フリーの水系分離法であり、設置場所等の

制限も少なく、希薄溶液からの分離回収に優れるため、これまで行われていな

い排液からの分離回収が実施可能となる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

金と銅の混合希薄溶液(各 20ppm)からの金の回収について、従来の泡沫分離

法と本法の性能を比較、回収率および分離度の大幅な向上が両立。 

      従来法   本法 

回収率(%)  55    100 (回収率=泡沫液として回収量/投入量) 

分離度(-)    4   3800 (分離度=泡沫液中の金と銅の濃度比) 

濃縮比(-)   4      4 (濃縮比=泡沫液中の金濃度/金溶液の初濃度) 

 適用可能製品 
分離法および分離装置として適用 

有価金属含有排水等への適用が可能 
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